
入
浴
の
効
果

❶ 

温
熱

　

温
水
の
熱
に
よ
り
、
血
行
改
善
・

新
陳
代
謝
が
促
進
さ
れ
、
筋
肉
の
疲

労
回
復
や
筋
肉
・
関
節
の
痛
み
が
軽

く
な
り
ま
す
。

❷ 

水
圧
の
作
用

　

温
水
中
で
は
体
が
水
圧
で
圧
迫
さ

れ
て
心
臓
に
戻
る
血
液
が
増
え
、
血

液
循
環
が
良
く
な
る
た
め
、
利
尿
作

用
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
水
圧

で
下
半
身
の
静
脈
や
リ
ン
パ
管
が
圧

迫
さ
れ
て
、
静
脈
還
流
が
増
加
し
心

臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
心
臓
や
肺
に
病
気
の
あ
る
人
は
、

半
身
浴
が
お
す
す
め
で
す
。

❸ 

浮
力
の
作
用

　

水
中
で
は
体
が
軽
く
な
り
、
胸
辺

り
の
お
湯
の
量
の
場
合
で
は
3
分
の

1
程
度
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
応
用
し
た

り
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
利
用
で
き
ま
す
。

入
浴
事
故
に
注
意

　

毎
年
1
万
５
千
人
以
上
が
風
呂
場

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
交

通
事
故
の
3
～
4
倍
で
す
。
温
泉
で

の
事
故
は
少

な
く
、
ほ
と

ん
ど
が
自
宅

の
風
呂
場
で

亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

田た

嶌し
ま

琉り
ゅ
う

翔と　
（
○菊  

東
正
観
寺
）

益ま
ず

嵜ざ
き　

柚ゆ
ず　

（
○菊  

北
原
）

川か
わ

口ぐ
ち

結ゆ

愛あ　
（
○菊  

北
原
）

荒あ
ら

木き

彩さ

月つ
き　

（
○菊  

高
野
瀬
）

緒お

方が
た

陽ひ

菜な

希の

（
○菊  

片
角
）

川か
わ

口ぐ
ち

三さ
ん

史し

郎ろ
う

（
○菊  

袈
裟
尾
）

大お
お

村む
ら

彩あ
や

夏か　
（
○菊  

玉
祥
寺
）

岩い
わ

木き

葵あ

央お　
（
○菊  

藤
田
）

茂し
げ

田た

愛ま
な

美み　
（
○菊  

大
琳
寺
）

中な
か

野の

心こ

晴は
る　

（
○菊  

大
琳
寺
）

浅あ
さ

尾お

優ゆ
う

花か　
（
○菊  

北
宮
）

青あ
お

木き

崚り
ょ
う

成せ
い　

（
○菊  

中
西
寺
）

フ
ェ
レ
ロ
絃げ

ん

二じ

マ
テ
ュ
ー
（
○七  

五
海
）

加か

藤と
う

遥は
る

斗と　
（
○七  

小
野
崎
）

久く

保ぼ

田た

優ゆ

羽う

（
○旭  

川
辺
南
団
地
）

東ひ
が
し　

奏か
な

汰た　
（
○泗  

上
住
吉
）

大お
お

島し
ま

陽は
る

翔と　
（
○泗  

村
吉
）

山や
ま

本も
と

遥は
る

己き　
（
○泗  

村
吉
）

西に
し

川か
わ

颯は
や

人と　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

福ふ
く

田だ

龍り
ゅ
う

城せ
い　

（
○泗  

富
の
原
台
）

緖お

方が
た

佑ゆ
う

夏か　
（
○泗  

富
の
原
台
）

甲か

斐い　
颯は

や
て　

（
○泗  

富
の
原
西
）

實み

取と
り　

龍り
ゅ
う　

（
○泗  

久
米
二
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
磨
き　
❷
甘
い
も
の
を
減

ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の
質

を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な
フ
ッ

化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

と　

き　

２
月
26
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
０
時
15
分
～
４
時

と
こ
ろ　

泗
水
支
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
人
を
対
象
に
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
・
早
期
改
善
を
目
的

と
し
た
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

2
月
25
日
㈪
～
27
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園

定　

員　

各
日
先
着
１
０
０
人

問
●申
菊
池
養
生
園

　

☎
０
９
６
８（
38
）２
８
２
０

健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

　

各
支
所
市
民
生
活
課

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健

診
の
受
診
は
２
月
末
ま
で

な
ぜ
入
浴
事
故
が
起
こ
る
の
？

　

入
浴
中
の
急
死
は
、
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
、
溺
水
が
三
大
原
因
と
い
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
高
温
入

浴
に
よ
る
熱
中
症
（
浴
室
熱
中
症
）

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

風
呂
の
温
熱
と
利
尿
作
用
で
水
分

が
失
わ
れ
、
脱
水
状
態
に
な
り
や
す

く
、
血
液
粘
度
が
上
昇
し
ま
す
。
特

に
高
齢
者
は
皮
膚
感
覚
が
低
下
す
る

人
や
熱
い
お
湯
に
入
る
人
も
多
い
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
寒
い
日
に
急
に
熱
い
風
呂

に
入
る
と
血
圧
が
急
上
昇
し
、
そ
の

後
急
低
下
し
ま
す
（
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
）。
血
圧
が
下
が
っ
た
状
態
の
時

に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と
、
起
立

性
低
血
圧
か
ら
脳
血
流
低
下
を
起
こ

し
ふ
ら
つ
き
や
め
ま
い
、
意
識
消
失

も
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
長
湯
で
汗
が
出
て
い
る

の
に
水
分
補
給
が
不
十
分
と
い
う
と

き
に
も
血
圧
は
下
が
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

事
故
の
起
こ
り
や
す
い
季
節
は
?

　

入
浴
事
故
の
件
数
が
増
加
す
る
の

は
冬
で
す
。
脱
衣
所
と
浴
室
の
温
度

差
が
と
て
も
大
き
い
の
が
原
因
の
一

つ
で
、
寒
い
脱
衣
所
か
ら
急
に
温
か

い
湯
舟
に
入
り
急
激
な
温
度
変
化
に

よ
り
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
や

す
く
な
る
た
め
で
す
。

冬の温かいお風呂は、心も体も温まり、“ほっ”
とできる時間ですが、危険もいっぱいです。
安全に入浴するために気を付けてほしい点
についてお伝えします。

12
月
５
日・26
日
の
歯
科
健
診
で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た
お

子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）  

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

安
全
に
入
浴
す
る
た
め
の
注
意
点

● 

湯
温
は
41
℃
ま
で
。
ぬ
る
め
の
湯

温
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

高
齢
者
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人

が
一
人
で
入
る
と
き
は
、
家
族
に

一
声
か
け
て
入
り
ま
し
ょ
う
。
入

浴
中
に
家
族
に
声
を
か
け
て
も
ら

う
と
安
心
で
す
。

● 

冬
は
風
呂
ぶ
た
を
半
分
外
し
、
浴

室
を
暖
め
て
か
ら
入
り
ま
し
ょ
う
。

● 

急
な
温
度
変
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
脱
衣
所
と
浴
室
の
温
度

差
を
小
さ
く
す
る
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

● 

首
ま
で
漬
か
る
時
間
は
な
る
べ
く

短
く
し
ま
し
ょ
う
。
熱
い
風
呂
に

首
ま
で
漬
か
る
と
、
体
や
心
臓
に

も
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

●
飲
酒
後
の
入
浴
は
要
注
意
で
す
。

● 

入
浴
の
前
後
は
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

冬
の
風
呂
は
、
体
が
温
ま
り
気
持

ち
良
い
で
す
が
、
危
険
も
あ
り
ま
す
。

安
全
に
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
よ
う

寒
い
季
節
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師

が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　食べものがおいしい反面、寒くて体を動かすのがおっくうになる季節ですが、こんな時
期だからこそ健康状態や体力を見つめ直してみませんか? 日頃の運動や食事の取り組
みを続けている人は、その成果をぜひこの機会にお確かめください。

【問い合わせ先 】 菊池養生園 ☎0968（38）2820 Ⓕ０９６８（３８）５８９９

気軽に測定して、体の状態を知ろう！

午前9時～時　間
菊池養生園場　所

60人定　員
市内在住で原則平成30
年度の健診を受診した人

対　象

500円参加費

本庁健康推進課、各支所市民生活課ま
たは菊池養生園にある申込用紙に記入
して申し込んでください（ファクス可）。

申込方法

～2月27日㈬まで期　間
※㈯㈰㈷・20日㈬を除く

健診項目 対象者 費用（個人負担金）
特定健診 市国民健康保険加入者で

40～74歳の人
1,500円

（70歳以上は800円）

後期高齢者健診 後期高齢者医療保険に
加入者 800円

生活習慣病健診 19～39歳の市民 2,000円
腹部超音波検診 19歳以上の市民 1,500円

（70歳以上は1,000円）
結核検診 65歳以上の市民 無料

肺がん検診 30歳以上の市民 500円
（70歳以上は200円）

健診項目及び対象者、費用一覧

※65歳以上の人は、結核検診か肺がん検診のどちらかを受診できます。

身体計測(身長、体重、腹囲)、
血圧測定、血液検査(LDLコレ
ステロール、HDLコレステロー
ル、中性脂肪、空腹時血糖値、
ヘモグロビンA1c)、体力測定
(開眼・閉眼片足立ち、イス座り
立ち、3分間歩行)、体組成測定

検 査 内 容
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